
より快適なコンビニ体験を提供する
複合サービスアプリ『ファミペイ』を基軸に
DX を推進し、新たなサービス展開を加速

株式会社ファミリーマート

新生ファミリーマートのデジタル戦略
ファミペイで新しい顧客体験を

“あなたと、コンビに、ファミリーマート”と
いうメッセージで知られるファミリーマー
トは、国内外に約 2 万 5,000 店舗を展開す
るコンビニエンスストアです。各地域とお
客様一人ひとりに寄り添う、家族的なサー
ビスを提供することを目指しています。
同社は 2018 年にサークル K サンクスと
のブランド統合を果たし、新生ファミリー
マートとして新たな一歩を踏み出しまし
た。ここでポイントとしたのが、デジタルト
ランスフォーメーション（DX）です。「従来
の小売業・フランチャイズビジネスを洗練
させながら、情報に対する感度や精度を
いっそう高めて、次世代の高度なビジネス
モデルを構築したいと考えています」と、
ファミリーマート 取締役 専務執行役員 
CIO（兼）システム本部長の塚本直吉氏は語
ります。
塚本氏によれば、ファミリーマートにおけ
る DX のポイントは、多種多様な業務をい
かにデジタル化していくかというところに
あるといいます。例えば、商品開発や店舗開
発の確度を高めるには何が必要か、食品ロ
スを削減するにはどうすればよいかといっ
た課題を、IT とデータ分析によって解決し
ていこうというチャレンジです。
その中核となる施策の 1 つが、2019 年 7 
月にスタートした『ファミペイ』です。
キャッシュレス（バーコード）決済／マルチ
ポイントサービス／クーポン／電子レシー
トなどがスマートフォンアプリに統合さ
れ、バーコードの提示のみで完結します。レ

ジの接客時間や待ち時間の短縮にもつなが
り、顧客満足度の向上も図れる仕組みです。
近年、日本では少子化高齢化がより一層深
刻化しており、人口減少が待ったなしの状
況です。食品を中心とするコンビニエンス
ストア事業は、いっそうのサービス強化・拡
大を図っていかなければなりません。その
ためには、顧客の行動やニーズを的確につ
かむことが重要です。
そこでファミリーマートは、ファミペイを
通じて 1 日に約 1,500 万人・年間のべ約 
６０ 億人という来店者の活動やプロファ
イルを分析し、サービスの強化、金融・広告・
マーケティングなどの新しい事業の創出、
デジタル対応を通じた店舗運営の次世代化
などを目指す計画です。塚本氏は「お客様の
顔が見えるようなサービスを開発したかっ
た」と当初を振り返ります。

クラウドファーストに最適な AWS
チャレンジできる人材育成も強化

ファミリーマートでは、ファミペイのシス
テム基盤として AWS を選択しました。そ
の背景には、同社の“クラウドファースト戦
略”があったといいます。
同社は長年にわたってオンプレミスシステ
ムを運用してきましたが、ブランド統合の
際にはシステム統合の困難さに何度も直
面。また、組織やビジネスの拡大に伴うデー
タ量の肥大化も大きな課題でした。また、近
年の自然災害やサイバー犯罪といった脅威
を考慮し、より確実な BCP 対応を図る必要
もありました。そこで、将来的にはオンプレ
ミスシステムに頼り続けることはできない

と考え、移行に適した領域からクラウド
サービスへ切り替えていくという方針を立
てました。
スマートフォンアプリを中核とするファミ
ペイは、クラウドとの親和性が高いサービ
スです。それでも、ファミリーマートにとっ
てこれほど規模の大きいデジタルコンテン
ツ開発は初めての取り組みで、クラウド基
盤に求められるパフォーマンスやキャパシ
ティは不明瞭でした。また、国内約  1 万  
6,600 店で稼働しているシステムを変更す
ることになるため、スケジュールも極めて
タイトでした。
そこで世界的にも実績のある AWS の強固
なクラウドインフラを活用すれば、確実に
スケーラビリティを確保し、柔軟に調整も
できます。またマネージドサービスが豊富
に用意されており、組み合わせて利用でき
るため、できるだけマネージドサービスを
活用して変化に強い環境を作り、開発のス
ピードアップとコストコントロールを実現
したいと考えました。さらに、国内の東西
リージョンを利用することで BCP の強化
も推進できるという判断です。
「AWS に興味を持つ社員にできるだけ任せ
る形で AWS を活用した内製化へ移行し、
変化に強い体制構築を進めています。また、
資格取得を支援したり、キャリアアッププ
ランを整備したりと、若い人材の AWS 教
育にも注力しています。新しいことへ積極
的にチャレンジできるエンジニアをもっと
増やしていきます」（塚本氏）

親身なサポートで安定運用
AWS は DX のパートナー

AWS を基盤としたファミペイは、サービス
イン初日に約 170 万ダウンロードを達成
するほどの盛況でした。日付が変わる 0 時
から登録を開始するユーザーも多く、膨大
なアクセスが発生しました。同社のプロ
ジェクトメンバーにとっても、これほどの
ピークは予想を超えていたといいますが、
チーム一丸で乗り切り、柔軟にスケールさ
せサービスを継続することができました。

塚本氏は、ファミペイのサービス内容を見
直して積極的に改善できるところ、そのた
めのツールがそろっているところも、AWS 
のメリットだと評価しています。例えば 
AWS CloudWatch を用いることで、急激な
アクセス増に対して何を調整すればよいか
を判断しやすくなるとのことです。
「AWS のアーキテクトは、何を用いれば要
望に応えられるか、どのような組み合わせ
なら効率化できるか、惜しみなくアドバイ
スを提供してくれます。私たちにとって初
めての取り組みで、数多くの難題も抱えて
いましたが、親身なサポートによって安定
的な運用を実現できています。これは AWS 
を採用した最大のメリットと言えるでしょ
う」（塚本氏）
また、小売業では日々膨大な量の  POS 
データが発生しますが、これまで同社はそ
のサマリーデータを月次・日次で分析しま
した。現在は、AWS に構築したデータレイ
クと Amazon Kinesis で POS データをリ
アルタイムに分析することで、情報の鮮度
と粒度を大幅に向上できました。同社は今
後も、AI や IoT のサービスを積極的に活用
していく構想を持っています。
IT 戦略としては、AWS への移行を推進し
て全体最適化に注力し、まずはコンビニエ
ンスストア事業・業務の効率化に取り組ん
でいく計画です。そうして“あるべきデジタ
ル化”を実現したのちに、DX をいっそう加
速していきたいと塚本氏は語っています。
「もはや私たちにとって、AWS はあたりま
えの存在です。セキュリティを含めてイン
フラ全体を任せられる安心感があり、マ
ネージドサービスが日々改善されていくス
ピード感もあります。今後もファミリー
マートの DX、データを中心としたワン・
ツー・ワンの新しい顧客サービスを実現す
るための力強いパートナーとして、広範な
支援に期待しています」
すでに  600 万ダウンロードを突破した
ファミペイアプリから得られるデータは、
ファミリーマートの次なる画期的なサービ
スにつながっていくはずです。

近年、新たなデジタル戦略のもと、デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進する
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サービスアプリ『ファミペイ』の基盤には、パフォーマンスやキャパシティの柔軟な変
更、またシステム全体のクラウド化を見据えてアマゾン ウェブ サービス（AWS）を採
用。マネージドサービスを活用したシステムレスな環境作りや人材育成にも力を入れ
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ご利用中の主なサービス
●  AWS Lambda
●  AWS ECS 
●  AWS Fargate
●  Amazon API Gateway
●  AWS AppSync
●  Amazon DynamoDB
●  Amazon Aurora
●  Amazon RDS
●  Amazon CloudFront
●  AWS WAF
●  Amazon S3
●  Amazon EC2

ビジネスの課題
● 複合サービスアプリ『ファミペイ』の
リリース

● 新しいサービスの創出と DX の推進

AWS を選択した理由
● 実績のあるパブリッククラウドサービス
● 豊富なマネージドサービス
● 親身なサポートとアドバイス

AWS 導入後の効果と今後の展開
● リリース初日の 170 万ダウンロードも
柔軟にスケール

● AI/IoT を活用した POS データのリア
ルタイム分析

● マネージドサービスを活用した DX の
さらなる推進

お客様導入事例：小売
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カスタマープロフィール

株式会社ファミリーマート
● 設立：1981 年 9 月
● 資本金：166 億 5,900 万円
● 従業員数：連結 1 万 3,955 名（2020 

年 2 月末現在）
● 事業内容：フランチャイズシステムに
よるコンビニエンスストア事業

株式会社ファミリーマート
取締役 専務執行役員 CIO
（兼）システム本部長

塚本 直吉 氏


